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1 アブストラクト
整数論において, 対象を数え上げる問題は主要なテーマの 1つである. 整数論の研究対象の 1つ
として「代数体」がある. 本講演では, 整数論に触れたことがない人にもわかるよう代数体の定義
から導入し, その中でも最も基本的な「2次体」の数え上げを中心に扱う.

具体的には, 古典的に知られている 2次体の数え上げに関する結果の導出を扱う. 代数的整数論
の基礎事項を確認しつつ, 解析数論でよく用いられる道具を用いて個数の評価を行う一連の流れを
辿り, 数え上げの問題を扱う際の基本的な考え方に触れる.

最後に, 2次体以外の代数体の数え上げに関する結果もいくつか紹介する.

2 前提知識
微分積分, 線形代数, 群論, 環論
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